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♪♪♪♪♪♪♪♪ 

統合失調症を患う母とともに生きる子ども 

～番外編 ②～ 

―１2 歳のゆりの日記― 

♪♪♪ 

松岡園子 

 

今回は番外編 その②です。 

 

日記や詩を書き始めたのは、小学校へ行くのが嫌で行かなくなった小学 5 年生の頃です。 

仲の良かった友達とケンカをして、何となく顔を合わせたくないと思っているうちに、学校

へ行こうという気持ちがなくなってしまいました。学校へ行かない日が続くにつれて、毎日

決まった時間に起きて登校の準備をする元気もなくなってきます。 

それでも、夕方や休日に外へ出かけて友達と遊ぶことや手紙のやり取りは頻繁にしてい

ました。でも、皆が学校へ行っている間は退屈で仕方がありません。昼間に外へ出るのも勇

気のいることで、気が進みません。 

周りの人たちからは顔を合わせるたびに学校へ行くよう言われます。 

私は皆と同じように学校へ行っていないことを責められているように感じ、自分の気持ち

を理解してもらえないことに孤独感を感じていました。 

 

そんな時、日記を書くことは私の心のよりどころとなっていました。 

「思ったことをはっきり言えるともだちがほしい」という書き出しでこの日記は始まって

います。書いていくうちに自分の気持ちが整理され、やりたいことがはっきりとしてくる様

子がわかります。 

 その中に、自分が想像した架空の人物に向けての手紙形式で綴られた日記がありました。

今回はその中の一部をご紹介します。「赤毛のアン」の物語が好きだったため、自分もその

世界観の中に身を置いて書いてみようと思ったようです。誤字もありますが、お許しくださ

い。 

※ 日記に出てくる個人名は、♡マークで伏せています。 
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